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幼児の他者特性理解
―対人葛藤状況下における他児の行為と表情の一致・不一致に着目して―

○芝崎美和（新見公立大学） 芝崎良典（四国大学）
湯澤美紀（ノートルダム清心女子大学）

キーワード：特性理解，表情情報，社会的問題解決

問題と目的

ネガティブな行為を受けているにもかかわらず，

相手の表情がポジティブであった場合，相手の行

為・特性について正確な解釈を行うことが難しい

場合がある。本研究では，特に，対人葛藤状況下

における行為者の表情が，行為者の行為・特性に

対する被行為者の解釈にどのような影響を与える

かといった点について幼児を対象に明らかにする

ことで，幼児の他者理解に関する基礎的資料を得

ることを目的とする。

方 法

１）調査対象児 5 歳児 36 名（男児 24 名，女児

12 名），6 歳児 28 名（男児 17 名，女児 11 名）。

２）要因計画 年齢（2；5・6 歳児）×表情条件

（2；一致・不一致）の 2 要因計画であった。

３）材料 指人形男女用各 4 体，「笑い」，「泣き」，

「怒り」，「驚き」の各感情を描いた表情図版と大

中小の円を描いた図版各 1 枚であった。

４）手続き １人につき 2 課題（一致条件・不一

致条件）を実施した。課題では，おもちゃを取り

あげる幼児（行為児）と取りあげられた幼児（被

行為児）のやり取りを場面としてまとめた。一致

条件では，行為児の行動と表情（ネガティブ表情）

が一致しており，反対に不一致条件では両者が一

致していない（ポジティブ表情）。課題文提示後，

①被行為児による行為児の特性理解（やさしい，

意地悪）について 3 件法で尋ね，②行為児の感情

について表情図版を用いて 4 択で回答を求めた。

最後に，③関係維持（被行為児は行為児と遊びた

いか）について 3 件法で回答を求めた。

結果と考察

１．表情が幼児の特性理解に及ぼす影響

被行為児の特性理解について，行為児は「やさ

しい」「意地悪」と回答した程度に応じて 0～3 点

を与え，それぞれポジティブ特性得点，ネガティ

ブ特性得点とした。各特性得点に表情が与える影

響について，年齢（2：5 歳，6 歳児）×条件（2：
一致，不一致）の 2 要因分散分析を実施した(Table 
1)。分析の結果，ポジティブ特性得点(F(1, 62) = 
23.47, p < .01)，ネガティブ特性得点 (F(1, 62) = 
13.22, p < .01)ともに，表情の主効果が有意であり，

ポジティブ特性得点では一致条件より不一致条件

の得点の方が，反対にネガティブ特性得点では不

一致条件よりも一致条件の得点が有意に高かった。

２．表情が幼児の感情理解に及ぼす影響

被行為児の感情理解について，行為児の感情の

推測を，「笑い」「泣き」「怒り」「驚き」のいずれ

かに分類した。年齢と条件別にχ２検定を実施し

た(Table 2)。一致条件では，5 歳児(χ２(3) = 11.56, 
p < .01)，6 歳児(χ２(3) = 11.71, p < .01)ともに人数

の偏りに有意差が見られ，両年齢児とも「驚き」

よりも「笑い」「怒り」の回答が有意に多かった。

また，5 歳児では「泣き」よりも「怒り」，6 歳児

では「泣き」よりも「笑い」の回答が有意に多か

った。一方，不一致条件では，5 歳児(χ２(3) = 19.11, 
p < .01)，6 歳児(χ２(3) = 28.29, p < .01)ともに「泣

き」「怒り」「驚き」よりも「笑い」の回答が有意

に多かった。

３．表情が幼児の関係維持欲求に及ぼす影響

被行為児の関係維持欲求について，被行為児が

行為児とどの程度遊びたいかといった回答につい

て，0～3 点を与え関係維持得点を算出した。行為

児の表情と関係維持得点との関連性について，年

齢（2：5 歳，6 歳児）×条件（2：一致，不一致）

の 2 要因分散分析を実施したが，年齢，条件の主

効果および交互作用はいずれも有意ではなかった。

以上，幼児は同じようにおもちゃをとりあげら

れたとしても，行為児の表情が行為と一致してネ

ガティブであれば，「意地悪な子」と判断するが，

逆に，ポジティブであれば「やさしい子」と判断

する傾向が示された。

幼児においては，相手の行為がネガティブなも

のであっても，表情がポジティブであれば，行為

そのものの意味や行為者の特性に気づきにくいと

いったことが示され，幼児理解の一つの特徴が明

らかとなった。今後は，保育場面での具体的な事

例と照らし合わせながら，介入のありかたについ

て検討していきたい。

5歳児 6歳児 5歳児 6歳児 5歳児 6歳児

一致条件

不一致条件

関係維持得点ネガティブ特性得点ポジティブ特性得点

Table 1  表情による特性得点と関係維持得点の違い

( )内は標準偏差
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死の意識，死の恐怖とソーシャルサポート・基本的信頼感の関係

増田公男（金城学院大学）

キーワード：死の意識，ソーシャルサポート，基本的信頼感

目 的

死の意識や重要な他者との死別経験は，日常生活

にさまざまな影響を及ぼす。反対に個人の特性によ

って死の意識や死別経験での悲嘆などへの影響も異

なる。ここでは，発達的な死の意識や死別経験が家

族などのソーシャルサポートや基本的な信頼感とど

のように関係しているかを調査する。

また，付随的にペット飼育の経験と上記の 2 領域

がどのように関連しているについて検討する。

方 法

調査時期・対象・調査内容

本調査は，2018 年 7 月に実施し，対象は女子大学

生 1 年生から 4 年生の 138 名で平均年齢は 20.1 歳で

あった。未記入箇所があったもの(５通)と「死」がテ

ーマとなっているため，回答に際して答えたくない

場合（４通）は，フェイスシートにマークさせ分析

対象から除いた。

調査内容は，死の意識や経験に関することがらと

ともにいくつかの領域の項目に渡っていた。今回分

析の対象とした質問項目としては，「死に対する態

度尺度改訂版 DAP-R）」（隈部,2003；5 件法）の

うちの「恐怖尺度」，12 項目からなる「日本版ソ

ーシャル・サポート尺度，JSS」（岩佐ら；2007，
7 件法），11 項目からなる「基本的信頼感尺度，

BTS」（谷，1996；7 件法）および 18 項目からな

る「ペット飼育に関する尺度，PAS」（諸井，

1984）であった。

結果と考察

（１）死の意識・恐怖と基本的信頼感，ソーシャル

サポートの関係

死の恐怖尺度による得点と死を意識した発達段階

別経験を得点化し，高低群（H,L 群）に分け２要因

の分散分析を行った。その結果，「基本的信頼感の

合計」と下位の「基本的信頼感，SBT」，「対人的

信頼感，IT」のすべての尺度で死の意識の効果があ

らわれ，合計では交互作用もみられた。死の意識の

主効果は，一貫して死の意識が低い方が高かった。

JSS には，下位尺度として「家族のサポート

（FS）」，「大切な人のサポート（SOS）」と「友

人のサポート，FeS」がある。3 尺度について同様

の分析を行ったところ，「合計スコア」と下位の

SOS で差が確認された。FS と FeS では差異が認め

られなかった。有意な差が認められたのは，いずれ

も死の意識の水準であり，死の意識が低い方が得点

が高かった(Table 1 参照)。
このように両尺度で，「死の恐怖」の要因は効果

をもたず，発達的な死への意識がいくつかの尺度で

影響力を有した。日常の死の意識が，他者への信頼

感構築やソーシャルサポートへ否定的に影響してい

る可能性が示唆された。

（２）死別経験と死の恐怖，基本的信頼感，社会的

サポート

身内との死別は大きな悲しみや悲嘆を招き，これ

までその回復過程に関心が持たれてきた。ここで

は，現時点と近接した発達段階での死別経験、とり

わけ高校生以降にその経験があるもの（有群）と全

くないもの（無群）では種々の面で差が生じると考

え，両者を比較した。「死の恐怖」尺度得点と 7 項

目の内の 4 項目で有意差が認められ有群が高かっ

た。他の尺度では，FS で有意差が示され無群の方

が高かった。

（３）ペット飼育の有無と諸尺度との関係

現在ペットを飼っているものは，「飼育因子」を

除いて「総合得点」，「受容因子」，「交流因子」

で飼育経験のないものに比して高くなっていた。ま

た，FS 尺度で，現在のペット飼育の効果が現れ，

現在の飼育者がもっとも高く，過去の経験者が続

き，全く経験のないものが低かった。ペット飼育の

状況は家族全体というのが 70％を超えており，ペ

ット飼育が家族間での協同作業や役割分担など良好

な関係の構築を媒介している可能性がある。金子・

山口（2012）の高校生で動物を飼っているものは，

家族間の絆が健康的なレベルにあるという結果と符

合した。

死の意識・恐怖による基本的信頼感尺度の平均

死の意識 Ｈ Ｌ

死の恐怖 Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ

基本的信頼

対人的信頼

信頼感合計


